
ゆざわまち議会だより
～あなたと議会を結ぶ架け橋～

臨 時 号 令和元年
６月９日発行

　平成31年4月21日施行の湯沢町議会議員選挙は、立候
補の届出が議員定数と同数の12名であったため無投票と
なりました。新たな議会議員の任期は平成31年4月30日
から4年間です。
　５月14日に初議会となる臨時会が開催され、議長と副
議長の選挙をはじめ、４つの常任委員会と議会運営委員
会の委員の選任を行い、新たな議会構成が決定しました。
また、議会選出の各種委員等の人事案件も決まりました。
　今回の選挙は無投票であったため、選挙公報や街頭演説など、立候補者について町民の皆様に知
っていただく機会がありませんでした。そこで、議会だより臨時号を発行し、それぞれの議員の思
いや政策等をご紹介いたします。

各議員の所属委員会

議席
番号 議 員 名 総 務 文 教

常任委員会
生 活 福 祉
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

議 会 広 報
常任委員会

議 会 運 営
委 員 会 正副議長

１ 渡 辺 千 恵 委 員 副委員長 委 員
２ 和 田 一 郎 委 員 委 員 委 員 副委員長
３ 南 雲 好 幸 副委員長 委 員 委 員 長
４ 並 木 利 彦 委 員 副委員長 副委員長
５ 髙 橋 政 喜 委 員 長 委 員 委 員 委 員
６ 岸 野 雅 人 委 員 長 委 員 委 員 委 員
７ 関　 忠 夫 委 員 委 員 委 員 長
８ 宮田眞理子 委 員 委 員
９ 田 村 計 久 委 員 委 員 長 委 員
1０ 佐 藤 守 正 委 員 委 員 委 員
1１ 白 井 孝 雄 委 員 委 員 副議長
1２ 南 雲　 正 議　長

計 ７　名 ８　名 ７　名 ６　名 ６　名

＊議長は、議会を統理し公正な議会運営にあたる立場であるため、委員会には所属していません。

　この度、副議長に就任させていただ
きました。責任の重さをひしひしと感
じ、身の引き締まる思いであります。
　しっかりと議長と意思疎通をはか
り、議長の補佐をしていきたいと考え
ています。結果、湯沢町議会が町民よ

り信頼される議会となれば幸いです。
　また、執行部ともしっかり意思疎通をはかり、湯沢町の
発展に少しでも寄与できればとも思っております。
　これからも、皆様方のご指導・ご鞭撻を宜しくお願い致
します。

　先般の湯沢町議会議員選挙は無投票なが
らも3人の新人議員が加わり、新たな湯沢
町議会がスタートすることができました。
　今、議会には、町民の皆様、特に若い世
代に関心を持ってもらうような活動、仕組
みづくりが必要であると考えております。

　議会の基本ルールを定めた「湯沢町議会基本条例」と議員の
行動基準を定めた「湯沢町議会議員倫理条例」には、その仕組
みや手法が定められていますので、今までの4年間の活動を反
省し、検証したうえで新たな取り組みの先導役を務めさせてい
ただきます。
　皆様方からご支援、ご協力をいただき、開かれた信頼される
湯沢町議会を皆様とともに作ってまいりたいと思いますので、
よろしくお願いを申し上げます。

議　長　南 雲 　 正 副議長　白 井 孝 雄
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渡辺 千恵（52）

和田 一郎（54）

南雲 好幸（58）

並木 利彦（56）

上　中
生活福祉常任副委員長
総務文教常任委員
議会広報常任委員

三俣２
議会運営副委員長
総務文教常任委員
産業建設常任委員
議会広報常任委員

原新田
議会広報常任委員長
総務文教常任副委員長
産業建設常任委員

中　子
産業建設常任副委員長
議会広報常任副委員長
生活福祉常任委員
議選監査委員

1

2

3

4

町
民
と
行
政
の
架
け
橋
に
な
り
ま
す

　

は
じ
め
に
、
こ
の
度
は
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。当
初
よ
り
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
と
お
り
、

私
は
地
方
議
員
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
一
つ
は
「
住
民
と
行

政
の
架
け
橋
」
で
あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
町
民
を
代
表
す

る
議
決
機
関
で
あ
る
町
議
会
の
一
員
と
し
て
、
広
く
町
民
の

声
を
聴
き
、
そ
の
ニ
ー
ズ
が
町
政
の
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
観
光
協
会
の

役
員
と
し
て
積
ん
で
き
た
経
験
な
ど
を
最
大
限
に
活
か
し
、

観
光
分
野
を
は
じ
め
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
議
員

と
し
て
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
何
卒

ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
３
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
標
に
こ
の
議
会
を
目
指
し

ま
し
た
。

①
議
会
の
活
性
化
と
若
い
世
代
が
参
加
で
き
る
環
境
作
り

　

様
々
な
職
種
の
方
や
女
性
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

作
る
た
め
改
革
し
て
い
き
た
い
。

②
子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
の
応
援

　

共
働
き
す
る
人
達
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
作
り
、
進

学
す
る
た
め
に
か
か
る
教
育
費
に
対
し
、
町
と
し
て
も
っ

と
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

③
高
齢
者
の
手
助
け

　

介
護
問
題
、
雪
の
問
題
な
ど
誰
も
が
抱
え
る
問
題
を
様
々

な
面
か
ら
支
え
考
え
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
何
よ
り
町
民
の
一
人
と
し
て
声
を
上
げ
、
皆
さ
ん

の
声
を
私
の
声
と
し
て
届
け
る
こ
と
を
第
一
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。
是
非
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

若
い
人
達
へ
続
く
道
を

　

若
い
世
代
へ
の
政
策
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
取
り

上
げ
て
い
き
た
い
。
例
え
ば
「
子
育
て
、
教
育
問
題
」「
若

い
世
代
の
職
場
の
確
保
」「
適
正
な
賃
金
の
確
保
」。

　

重
点
課
題
と
し
て

【
行
政
改
革
】「
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
」「
事
業
の
長
中
短
期
の
計
画
化
」「
オ
ー
プ
ン
な
事
業
計

画
」

【
高
齢
者
福
祉
対
策
】「
交
通
手
段
の
確
保
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
対
策
」

【
障
が
い
者
対
策
】「
親
亡
き
後
の
生
活
確
保
」「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
設
置
」「
雇
用
対
策
」「
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
確
立
」

【
観
光
対
策
】「
観
光
の
掘
り
起
こ
し
」「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の

確
定
」「
夏
場
の
観
光
対
策
」

１
期
４
年
の
重
点
課
題

　

私
は
、
23
年
間
学
習
塾
で
湯
沢
の
子
供
達
と
学
び
合
っ
て

き
ま
し
た
。
親
御
さ
ん
と
一
緒
に
一
生
懸
命
育
て
た
子
供
達

の
多
く
は
都
会
に
出
て
行
き
ま
す
。
何
か
お
か
し
い
。

　

私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
湯
沢
町
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
先

進
地
に
な
る
こ
と
で
す
。
日
本
中
か
ら
世
界
中
か
ら
湯
沢
に

学
び
に
来
る
と
い
う「
教
育
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
高
い
町
」

に
な
り
、「
子
育
て
し
た
い
町
・
住
み
良
い
町
・
訪
れ
た
い
町
・

日
本
一
の
町
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
学
び
、
卒
業
し
た
人
た
ち
が
第
二
の
故

郷
と
し
て
、再
び
観
光
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る

と
い
う
循
環
を
実
現
し
、
教
育
産
業
が
国
内
第
４
位
の
産
業

に
発
展
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
成
功
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

関
東
圏
か
ら
の
交
通
の
便
が
良
く
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ

た
湯
沢
町
は
最
も
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
し
た
い
、住
み
良
い
、訪
れ
た
い
日
本
一
の
町
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髙橋 政喜（75）

岸野 雅人（59）

関　忠夫（72）

宮田眞理子（60）

下熊野
生活福祉常任委員長
産業建設常任委員
議会広報常任委員
議会運営委員

楽　町
総務文教常任委員長
生活福祉常任委員
議会広報常任委員
議会運営委員

三俣１
議会運営委員長
生活福祉常任委員
産業建設常任委員

一之町
総務文教常任委員
生活福祉常任委員

5

6

7

8

　

２
０
１
７
年
か
らY

our S
m

ile, M
y H

appiness.

（
あ
な
た
の
笑
顔
が
私
の
幸
せ
で
す
）を
、掲
げ
て
き
ま
し
た
。

　

何
か
を
提
供
さ
れ
た
方
の
感
動
が
、提
供
し
た
側
の
喜
び
。

こ
れ
は
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
の
考
え
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
業

は
も
ち
ろ
ん
、す
べ
て
の
仕
事
に
通
ず
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

議
会
や
行
政
の
仕
事
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

互
い
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
い
合
え
る
「
希
望
あ
ふ
れ

る
明
る
い
町
」
を
目
指
し
て
、
今
後
も
町
民
と
行
政
の
間
に

あ
っ
て
、
未
来
を
見
す
え
た
政
策
・
生
活
に
密
着
し
た
制
度

や
条
例
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
よ
く
お
話
し

を
う
か
が
い
、
し
っ
か
り
と
調
査
し
考
え
ま
す
。

　

よ
り
良
い
湯
沢
町
を
子
ど
も
達
に
つ
な
げ
る
こ
と
こ
そ
、

使
命
で
す
。
四
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

湯
沢
町
を
も
っ
と
素
敵
に

　

４
年
前
、
立
候
補
に
あ
た
り
皆
様
の
前
で
約
束
し
た
公
約

を
、
一
つ
一
つ
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
①
医
療
、
介
護
、

福
祉
の
問
題
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。
②
観
光
を
は
じ
め

と
す
る
産
業
政
策
。
③
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
。
④
歴

史
、
文
化
の
継
承
で
し
た
。
４
年
が
過
ぎ
、
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
や
り
残
し
た
事
が
あ
り
ま
す
の
で
新
た
な
気
持
ち

で
、
４
年
前
の
約
束
を
継
続
し
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
特
に
今
回
取
り
組
む
も
の
は
高
齢
者
福
祉
の
問
題
で

あ
り
ま
す
。
間
も
な
く
湯
沢
町
も
二
人
に
一
人
が
高
齢
者
と

言
わ
れ
る
時
が
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

「
湯
沢
で
生
活
し
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る

町
に
し
て
い
き
た
い
。
福
祉
に
は
財
源
が
必
要
で
す
。
歴
史
、

文
化
を
活
用
し
た
観
光
産
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
と
の
約
束

よ
り
そ
う
心
、
優
し
い
町
づ
く
り

　

平
成
21
年
の
補
選
か
ら
議
員
に
な
り
10
年
を
迎
え
ま
し

た
。
女
性
議
員
３
代
目
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
も
う

一
人
女
性
議
員
が
増
え
た
事
は
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び

で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
も
議
会
も
高
齢
化
が
進
む
中
、
女
性
や

若
者
、
よ
そ
者
と
い
わ
れ
る
湯
沢
町
へ
の
転
入
者
の
参
画
は

町
・
議
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た

方
の
参
画
で
き
る
道
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
一
貫
し
て
福
祉
関
連
の
委
員
会
に
所
属
し
て
、
高
齢

者
見
守
り
事
業
の
見
直
し
や
、
子
育
て
支
援
の
充
実
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
女
性
・
町
民
の
目
線
を
大
切
に
、

皆
様
の
お
声
と
お
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。
持
ち
前
の
弱
者
に
寄
り
添
う
心
と
正
義
感
で
、

流
さ
れ
る
こ
と
な
く
是
々
非
々
で
頑
張
り
ま
す
。

１
、
観
光
立
町
の
取
組

　

夏
期
観
光
の
強
化
、
豊
か
な
湯
沢
の
自
然
を
活
用
し
て
、

森
林
浴
、
清
流
を
楽
し
め
る
場
所
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
、
美
し
い
星
空
が
見
え
る
所
な
ど
調
査
し
て
お
客
様
に

案
内
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
集
落
に
あ
る
史
跡
、
文

化
財
、
伝
統
行
事
な
ど
を
紹
介
し
て
湯
沢
の
魅
力
を
活
か

し
た
観
光
の
強
化
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

２
、
移
住
定
住
者
の
増
加
対
策

　

若
い
人
が
定
住
す
る
に
は
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
行
政
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

３
、
議
会
、
議
員
立
候
補
者
の
な
り
て
不
足
の
解
消
に
取
組

む
事
に
努
力
し
ま
す
。

４
、
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
町
に
し
て
い
く
に
は
ど
ん
な
事

を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
考
え
行
政
に
訴
え
て

い
き
ま
す
。

５
、
皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
の
声
を
行
政
に
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【
ス
ト
ッ
プ
人
口
減
】

・
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策

・
若
者
が
定
住
、
生
活
で
き
る
働
く
場
の
確
保 

・
働
き
な
が
ら
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備

【
地
域
経
済
の
活
性
化
】

・
歴
史
文
化
、
自
然
環
境
等
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
振
興 

・
雪
国
湯
沢
の
特
性
を
生
か
し
た
ス
キ
ー
観
光
の
振
興

【
教
育
文
化
の
振
興
】

・
英
語
教
育
の
充
実
と
国
際
交
流
の
推
進 

・
子
供
た
ち
の
学
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
の
支
援 

・
童
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

【
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
】

・
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保

・
暮
ら
し
を
守
る
集
落
支
援
制
度
の
創
設 

【
地
域
間
交
流
の
促
進
】

・
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
と
地
域
間
交
流
の
促
進 
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日

／
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9
年

6
月

9
日

　
臨

時
号

　
　

◦
発

行
責

任
者

／
南

雲
　

正
　

　
〒

9
4

9
-6

1
9

2
　新

潟
県

南
魚

沼
郡

湯
沢

町
大

字
神

立
3

0
0

番
地

　
　

◦
印

刷
／

株
式

会
社

滝
沢

印
刷

議
会
だ
よ
り

ゆ
ざ
わ
ま
ち

町議会議員の紹介

　

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
（
子
ど
も
の
均
等
割
の
削

減
で
）、
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
（
第
２
子
以
降
の
給
食

費
の
無
料
化
で
）、
介
護
施
設
の
充
実
な
ど
、
要
求
は
切
実

で
す
。

　

町
長
は
町
予
算
に
は
限
り
が
あ
る
か
ら
と
難
色
を
示
し
ま

す
が
、
困
難
を
抱
え
て
い
る
住
民
の
た
め
に
税
を
充
て
る
こ

と
は
、
町
行
政
本
来
の
役
割
で
す
。
県
下
第
三
位
の
財
政
力

を
誇
る
湯
沢
町
で
す
。
町
長
の
姿
勢
一
つ
で
出
来
る
こ
と
は

沢
山
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
願
い
を
声
に
し
て
町
に
要
求
し
て
い
く
、
そ
の
先

頭
に
立
ち
ま
す
。

　

原
発
再
稼
働
反
対
、
消
費
税
ア
ッ
プ
反
対
、
憲
法
９
条
改

定
反
対
の
世
論
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
ご
一
緒
に
声
を
上
げ

ま
し
ょ
う
。

　

町
政
報
告「
新
ゆ
ざ
わ
」を
引
き
続
き
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

町
政
の
目
的
は
住
民
の
難
儀
の
軽
減

〇
資
源
を
い
か
し
四
季
型
観
光
の
街
づ
く
り
の
推
進
、
観
光

体
制
の
見
直
し
を
提
言
し
ま
す
。

〇
駅
東
口
周
辺
と
湯
小
跡
地
周
辺
の
再
開
発
、
土
樽
地
区
の

今
後
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
公
共
施
設
の
維
持
、
運
営
を
検
証
、
新
た
な
仕
組
み
を
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

〇
子
育
て
世
帯
支
援
と
保
育
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

〇
高
齢
者
憩
い
の
場
設
置
と
町
内
循
環
バ
ス
の
実
現
に
努
力

し
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
衰
退
す
る
町
の
経
済
、
厳
し

く
な
る
町
の
財
政
、
バ
ブ
ル
期
に
造
ら
れ
た
公
共
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
こ
れ
ら
の
問
題
は
小
手
先
だ
け
の
議
論
で
は
町

の
課
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
を
検
証
し
、

新
た
な
街
づ
く
り
を
提
言
、
取
り
組
み
ま
す
。

あ
な
た
が
主
人
公　

明
日
の
湯
沢
の
た
め
に

湯
沢
で
生
ま
れ
、育
ち
、生
活
す
る
人
た
ち
が

幸
福
感
を
共
有
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
お
く
せ
ず
、ひ
る
ま
ず
、屈
せ
ず
」挑
戦
を
続
け
ま
す
。

　

２
期
８
年
の
経
験
を
活
か
し
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
次
の
事
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◦
子
供
・
若
者
に
夢
の
あ
る
町
づ
く
り

◦
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

◦
観
光
・
農
業
の
さ
ら
な
る
振
興

◦
鳥
獣
被
害
の
防
止

　

特
に
、
来
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
い
が
た
湯
沢
苗
場
大
会
が
せ
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
回
も
大
成
功
の
内
に
大
会
が
終
わ
れ
る
よ
う
に
、
微
力

な
が
ら
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
に
刺
激

を
受
け
た
湯
沢
学
園
の
子
供
達
が
、
ス
キ
ー
に
限
ら
ず
い
ろ
ん

な
面
で
全
国
を
、
い
や
世
界
を
目
指
し
て
挑
戦
し
よ
う
と
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
ら
、
大
変
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

２
０
２
０
の
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
成
功
さ
せ
よ
う

田村 計久（70）

佐藤 守正（81）

白井 孝雄（71）

南雲　正（72）

布　場
産業建設常任委員長
生活福祉常任委員
議会運営委員

駅通り
総務文教常任委員
生活福祉常任委員
議会運営委員

平　沢
副議長
総務文教常任委員
産業建設常任委員

滝之又
議長
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